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背景・経緯
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背景

 IEAでは2021年にAPECエンジニア/IPEA国際エンジニアに求められる資質能⼒Graduate 
Attributes and Professional Competencies Ver.4（IEA GA&PC）を制定した。

 IEAは、IEA GA&PCと各エコノミーの定める技術者の資質能⼒基準や審査基準とのGAP
分析、GAP解消に向けたロードマップを、2024年1⽉までに提出することを要求。

経緯

⽇本技術⼠会では、理事会（9/7）において、国際委員会の下に12名で構成されるIEA
対応Working Group（以下WG）を設置した。

WGは12⽉までにGAP分析およびロードマップの検討を終え、理事会に提出した。
理事会（1/11）において、技術⼠が関係する部分についてAPECモニタリング委員会を
通じてIEAに提出してよいか審議され、承認された。

WGは1⽉までに建築⼠部分を含めたGAP分析・ロードマップの英訳版を作成した。
 APECエンジニアモニタリング委員会においてGAP分析・ロードマップをIEAに提出し
てよいか審議され、承認された（1/29）。



IEAとは

IEA (International 
Engineering Alliance)

エンジニアリングの教育と実践における質保証と国際的同等性の確保、

流動性の向上を目的とする非営利の国際組織である。

加盟組織
29 ヶ国41 地域を活動範囲とするエンジニアリング教育認定団体・専門職

管理団体が加盟

構成
教育認定の相互承認に関す

る3 協定、専門資格認定の相

互承認に関する4 枠組構成
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IEA GA&PCについて

 エンジニアリング教育の認定基準、エンジニアリング専門職に期待されるコ

ンピテンシー（知識・スキル・態度・価値観が有機的に結合することを通し

て、行為として表出する能力）、及び相互の関係性を整理したものである。

IEA GA&PC

 国際連合による持続可能な開発目標（Sustainable Development Goals, SDGs）に

関連し、新たな技術やエンジニアリング分野、新たな教授法、及び持続可能

な発展(sustainable development)、多様性･包摂性(diversity and inclusion)や倫理

といった価値観に対する要求を反映

IEA GA&PC Ver.4 （2021.6.21改訂）
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IEA GA&PCの構成

共通レンジ
問題の識別と解決のレンジ（WP1～WP7）→「複合的なエンジニアリング問題」定義

エンジニアリング活動のレンジ（EA1～EA5）→「複合的な活動」定義

協定教育プログラムの
プロフィール

知識と態度のプロフィール（WK1～WK9）
GAのプロフィール（WA1～WA11）

PCのプロフィール PCのプロフィール（EC1～EC13）
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技術士に求められる資質能力（コンピテンシー）

 エンジニアリング教育の認定基準、エンジニアリング専門職に期待されるコ

ンピテンシー（知識・スキル・態度・価値観が有機的に結合することを通し

て、行為として表出する能力）、及び相互の関係性を整理したものである。

技術士に求められる資質能力（コンピテンシー）‐平成26年（2014年）3月7日
（文部科学省科学技術・学術審議会技術士分科会制定。以降、技術士PC2014と記載）

 IEA GA&PCの改訂を踏まえ、キーワードやその説明を追記。①問題解決「必要

に応じてデータ・情報技術を活用して定義し」「多角的な視点を考慮」「ス

テークホルダーの意見を取り入れながら」の文言を追加。②技術者倫理「文

化的価値を尊重」の文言を追加、「次世代にわたる社会の持続性の確保に努

め」→「次世代にわたる社会の持続可能な成果の達成を目指し」に修正。③
継続研さん：前文からキーワードに移行

技術士に求められる資質能力（コンピテンシー）‐令和5年（2023年）1月25日
（文部科学省科学技術・学術審議会技術士分科会改訂。以降、技術士PC2023と記載）
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APECエンジニアおよびIPEA国際エンジニア資格
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資格要件と審査

 APECエンジニアやIPEA国際エンジニア資格の審査においては、GA&PCおよびそれ以外

の要件（7年間以上の業務経験、2年間以上の重要で責任ある立場での業務経験、CPD
の実践）を満足する必要がある。

 GA&PCの部分は技術士PC2014に基づいた技術士試験で確認し、それ以外の要件につい

ては追加で審査を行っている。

 PCのうち問題解決、マネジメント、評価、リーダーシップなどは追加審査で再度確認

している。



IEA GA&PCとのGAPのイメージ
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GAP分析結果
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 全体レンジ（問題の識別と解決のレンジ、エンジニアリング活動のレンジ）

技術士PC2023：キーワードの明示が不足している項目あり。ただし各レンジの必要条
件は満足している。

 APECエンジニア等審査（技術士）：キーワードの明示が不足している項目あり。ただ
し各レンジの必要条件は満足している。

 APECエンジニア等審査（建築士）：一級建築士試験、設計製図試験等で確認されてお
り、GAPなし。

 PCのプロフィール

技術士PC2023：GAPなし

 APECエンジニア等審査（技術士）：技術士PC2014に準じていることから、一部キー
ワードの明示が不足し、GAPあり

 APECエンジニア等審査（建築士）：一級建築士試験、設計製図試験等で確認されてお
り、GAPなし。



分析一覧
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ロードマップ
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 APECエンジニア/IPEA国際エンジニア審査

 2025年1QまでにAS (Assessment Statement) の改訂検討と改訂実施

 2025年の審査受付開始時に、2026年からの審査方法の変更を周知

 2025年3Q～2026年1Qにかけて、申請手引き・マニュアルの改訂

 2026年から改訂したASに基づき審査



補足：IEAの対日レビュー
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スケジュール

 2024年4月以降：IEAにレビュー用の文書提出

 2024年7月～12月頃：レビューチーム（3～4名、構成国未定）が、提出文書を基

にレビュー（書面審査のみの予定）。

 2025年4月頃までに：レビュー報告案への意見

 2025年6月：IEAMでレビューチームがまとめた対日レビュー報告書を審議

 提出文書（現在準備中）

①現行AS (Assessment Statement) 変更補足/②国内審査手順の英訳/③国際登録

手順の英訳/④申請書サンプル12 件/⑤クロスリファレンス/⑥前回の監査レ

ポート

 備考

今回のレビューはIEA GA&PC Ver.3に沿ったものであり、前回の監査と同様に対応


